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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データを、このデータを利用できる利用者の固有の情報と対応付けて記憶する記憶手段
と、
　データの取得が要求された際に同じデータが前記記憶手段に既に記憶されているか否か
を判断するデータ有無判断手段と、
　このデータ有無判断手段によって前記要求されたデータと同じデータが前記記憶手段に
既に記憶されていると判断された場合に、装着されている外部記憶媒体から読み出された
固有の情報と前記記憶手段に既に記憶されているデータに対応付けられている固有の情報
とが一致するか否かを判断する一致判断手段と、
　前記データ有無判断手段によって前記要求されたデータと同じデータが前記記憶手段に
記憶されていないと判断された場合に、前記取得が要求されたデータを取得し、前記記憶
手段に前記装着されている外部記憶媒体から読み出された固有の情報と対応付けて記憶す
る取得手段と、
　前記一致判断手段により前記装着されている外部記憶媒体から読み出された固有の情報
と前記記憶手段に既に記憶されているデータに対応付けられている固有の情報とが一致し
ないと判断された場合に、有料コンテンツの場合はデータ供給者に対して前記データの使
用を許可するための支払い処理が実行された後、前記記憶手段に既に記憶されているデー
タと固有の情報との対応付けを変更する変更手段と、
　前記一致判断手段により前記装着されている外部記憶媒体から読み出された固有の情報
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と前記記憶手段に既に記憶されているデータに対応付けられている固有の情報とが一致す
ると判断された場合に、前記対応付けを変更せず、前記取得が要求されたデータが既に使
用可能である旨通知する通知手段と、
　を備えたことを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記記憶手段は、データを記憶するデータ記憶手段と、前記データに割り当てられた識
別情報と前記固有の情報とを対応付けて管理する管理情報記憶手段とを含むことを特徴と
する請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　データを、このデータを利用できる利用者の固有の情報と対応付けて記憶する記憶手段
に記憶させる記憶ステップと、
　データの取得が要求された際に同じデータが前記記憶手段に既に記憶されているか否か
を判断するデータ有無判断ステップと、
　このデータ有無判断ステップによって前記要求されたデータと同じデータが前記記憶手
段に既に記憶されていると判断された場合に、装着されている外部記憶媒体から読み出さ
れた固有の情報と前記記憶手段に既に記憶されているデータに対応付けられている固有の
情報とが一致するか否かを判断する一致判断ステップと、
　前記データ有無判断ステップによって前記要求されたデータと同じデータが前記記憶手
段に記憶されていないと判断された場合に、前記取得が要求されたデータを取得し、前記
記憶手段に前記装着されている外部記憶媒体から読み出された固有の情報と対応付けて記
憶する取得ステップと、
　前記一致判断ステップにより前記装着されている外部記憶媒体から読み出された固有の
情報と前記記憶手段に既に記憶されているデータに対応付けられている固有の情報とが一
致しないと判断された場合に、有料コンテンツの場合はデータ供給者に対して前記データ
の使用を許可するための支払い処理が実行された後、前記記憶手段に既に記憶されている
データと固有の情報との対応付けを変更する変更ステップと、
　前記一致判断ステップにより前記装着されている外部記憶媒体から読み出された固有の
情報と前記記憶手段に既に記憶されているデータに対応付けられている固有の情報とが一
致すると判断された場合に、前記対応付けを変更せず、前記取得が要求されたデータが既
に使用可能である旨通知する通知ステップと、
　を含むことを特徴とするデータ処理方法。
【請求項４】
　コンピュータに、
　データを、このデータを利用できる利用者の固有の情報と対応付けて記憶する記憶手段
に記憶させる記憶機能と、
　データの取得が要求された際に同じデータが前記記憶手段に既に記憶されているか否か
を判断するデータ有無判断機能と、
　このデータ有無判断機能によって前記要求されたデータと同じデータが前記記憶手段に
既に記憶されていると判断された場合に、装着されている外部記憶媒体から読み出された
固有の情報と前記記憶手段に既に記憶されているデータに対応付けられている固有の情報
とが一致するか否かを判断する一致判断機能と、
　前記データ有無判断機能によって前記要求されたデータと同じデータが前記記憶手段に
記憶されていないと判断された場合に、前記取得が要求されたデータを取得し、前記記憶
手段に前記装着されている外部記憶媒体から読み出された固有の情報と対応付けて記憶す
る取得機能と、
　前記一致判断機能により前記装着されている外部記憶媒体から読み出された固有の情報
と前記記憶手段に既に記憶されているデータに対応付けられている固有の情報とが一致し
ないと判断された場合に、有料コンテンツの場合はデータ供給者に対して前記データの使
用を許可するための支払い処理が実行された後、前記記憶手段に既に記憶されているデー
タと固有の情報との対応付けを変更する変更機能と、
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　前記一致判断機能により前記装着されている外部記憶媒体から読み出された固有の情報
と前記記憶手段に既に記憶されているデータに対応付けられている固有の情報とが一致す
ると判断された場合に、前記対応付けを変更せず、前記取得が要求されたデータが既に使
用可能である旨通知する通知機能と、
　を実現させるためのデータ処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子機器、データ処理方法及びデータ処理プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、通信方式の統一化を目的としたＩＭＴ（International Mobile Telecommunicati
on）－２０００規格に基づく携帯電話機が開発されている。加入者情報（ＩＭＳＩ：Inte
rnational Mobile Subscriber Identity）等が記憶されているＵＩＭ（User Identity Mo
dule）カードと、携帯電話機本体とを分離した構成とし、各ユーザはＵＩＭカードを携帯
電話機本体に装着することにより、携帯電話機を使用することができる。
【０００３】
　このような携帯電話機においては、１台の携帯電話機を複数のユーザが使用することも
考えられる。そこで、各ユーザのプライバシーを保護するために、携帯電話機内のデータ
を、ＵＩＭカードのＩＭＳＩと関連付けた状態で、ＩＭＳＩに対応する固有のフォルダ内
に暗号化して記憶する携帯端末が提案されている（例えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開２００４－３３６７１９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記のようなＵＩＭカードを用いた携帯電話機においては、各データがＵＩＭ
カードと対応付けられて記憶されているため、該当するＵＩＭカードが装着されている場
合でないと、そのデータを利用することができなかった。したがって、コンテンツデータ
をダウンロードする際に、既に携帯電話機内のメモリに同一のコンテンツデータが記憶さ
れている場合であっても、そのコンテンツデータが他のＵＩＭカードが装着されていると
きにダウンロードされたものである場合には、再度ダウンロードすることが必要であり、
同一のコンテンツデータがメモリ内に重複して保存されていた。
【０００５】
　本発明は、上記の従来技術における問題に鑑みてなされたものであって、メモリ領域を
確保することができる電子機器、データ処理方法及びデータ処理プログラムを提供するこ
とを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、データを、このデータを利用で
きる利用者の固有の情報と対応付けて記憶する記憶手段と、データの取得が要求された際
に同じデータが前記記憶手段に既に記憶されているか否かを判断するデータ有無判断手段
と、このデータ有無判断手段によって前記要求されたデータと同じデータが前記記憶手段
に既に記憶されていると判断された場合に、装着されている外部記憶媒体から読み出され
た固有の情報と前記記憶手段に既に記憶されているデータに対応付けられている固有の情
報とが一致するか否かを判断する一致判断手段と、前記データ有無判断手段によって前記
要求されたデータと同じデータが前記記憶手段に記憶されていないと判断された場合に、
前記取得が要求されたデータを取得し、前記記憶手段に前記装着されている外部記憶媒体
から読み出された固有の情報と対応付けて記憶する取得手段と、前記一致判断手段により
前記装着されている外部記憶媒体から読み出された固有の情報と前記記憶手段に既に記憶
されているデータに対応付けられている固有の情報とが一致しないと判断された場合に、
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有料コンテンツの場合はデータ供給者に対して前記データの使用を許可するための支払い
処理が実行された後、前記記憶手段に既に記憶されているデータと固有の情報との対応付
けを変更する変更手段と、前記一致判断手段により前記装着されている外部記憶媒体から
読み出された固有の情報と前記記憶手段に既に記憶されているデータに対応付けられてい
る固有の情報とが一致すると判断された場合に、前記対応付けを変更せず、前記取得が要
求されたデータが既に使用可能である旨通知する通知手段と、を備えたことを特徴とする
電子機器である。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の電子機器において、前記記憶手段は、デー
タを記憶するデータ記憶手段と、前記データに割り当てられた識別情報と前記固有の情報
とを対応付けて管理する管理情報記憶手段とを含むことを特徴としている。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、データを、このデータを利用できる利用者の固有の情報と対
応付けて記憶する記憶手段に記憶させる記憶ステップと、データの取得が要求された際に
同じデータが前記記憶手段に既に記憶されているか否かを判断するデータ有無判断ステッ
プと、このデータ有無判断ステップによって前記要求されたデータと同じデータが前記記
憶手段に既に記憶されていると判断された場合に、装着されている外部記憶媒体から読み
出された固有の情報と前記記憶手段に既に記憶されているデータに対応付けられている固
有の情報とが一致するか否かを判断する一致判断ステップと、前記データ有無判断ステッ
プによって前記要求されたデータと同じデータが前記記憶手段に記憶されていないと判断
された場合に、前記取得が要求されたデータを取得し、前記記憶手段に前記装着されてい
る外部記憶媒体から読み出された固有の情報と対応付けて記憶する取得ステップと、前記
一致判断ステップにより前記装着されている外部記憶媒体から読み出された固有の情報と
前記記憶手段に既に記憶されているデータに対応付けられている固有の情報とが一致しな
いと判断された場合に、有料コンテンツの場合はデータ供給者に対して前記データの使用
を許可するための支払い処理が実行された後、前記記憶手段に既に記憶されているデータ
と固有の情報との対応付けを変更する変更ステップと、前記一致判断ステップにより前記
装着されている外部記憶媒体から読み出された固有の情報と前記記憶手段に既に記憶され
ているデータに対応付けられている固有の情報とが一致すると判断された場合に、前記対
応付けを変更せず、前記取得が要求されたデータが既に使用可能である旨通知する通知ス
テップと、を含むことを特徴とするデータ処理方法である。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、コンピュータに、データを、このデータを利用できる利用者
の固有の情報と対応付けて記憶する記憶手段に記憶させる記憶機能と、データの取得が要
求された際に同じデータが前記記憶手段に既に記憶されているか否かを判断するデータ有
無判断機能と、このデータ有無判断機能によって前記要求されたデータと同じデータが前
記記憶手段に既に記憶されていると判断された場合に、装着されている外部記憶媒体から
読み出された固有の情報と前記記憶手段に既に記憶されているデータに対応付けられてい
る固有の情報とが一致するか否かを判断する一致判断機能と、前記データ有無判断機能に
よって前記要求されたデータと同じデータが前記記憶手段に記憶されていないと判断され
た場合に、前記取得が要求されたデータを取得し、前記記憶手段に前記装着されている外
部記憶媒体から読み出された固有の情報と対応付けて記憶する取得機能と、前記一致判断
機能により前記装着されている外部記憶媒体から読み出された固有の情報と前記記憶手段
に既に記憶されているデータに対応付けられている固有の情報とが一致しないと判断され
た場合に、有料コンテンツの場合はデータ供給者に対して前記データの使用を許可するた
めの支払い処理が実行された後、前記記憶手段に既に記憶されているデータと固有の情報
との対応付けを変更する変更機能と、前記一致判断機能により前記装着されている外部記
憶媒体から読み出された固有の情報と前記記憶手段に既に記憶されているデータに対応付
けられている固有の情報とが一致すると判断された場合に、前記対応付けを変更せず、前
記取得が要求されたデータが既に使用可能である旨通知する通知機能と、を実現させるた
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めのデータ処理プログラムである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、要求されたデータと同じデータが記憶手段に既に記憶されていると判
断された場合には、データを取得せずに、記憶手段に記憶されているデータと固有の情報
との対応付けを変更するので、データを重複して保存することを防止することができ、メ
モリ領域を確保することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明に係る実施の形態を詳細に説明する。
　図１に、本実施の形態の携帯電話システム１００のシステム構成を示す。図１に示すよ
うに、携帯電話システム１００は、携帯電話機１０、携帯電話機１０の通信を中継する基
地局５０、及びコンテンツサーバ５３を備えて構成されており、基地局５０とコンテンツ
サーバ５３とは、移動通信網５１及びインターネット５２を介して接続されている。携帯
電話機１０に、外部記憶媒体としてのＵＩＭカード３０が装着されているときのみ携帯電
話機１０は通信可能となり、他の携帯電話機との通話を行ったり、コンテンツサーバ５３
からコンテンツデータをダウンロードしたりする。
【００１５】
　図２に、ＵＩＭカード３０の内部構成を示す。図２に示すように、ＵＩＭカード３０は
、ＣＰＵ（Central Processing Unit）３１、外部インターフェイス３２、ＲＯＭ（Read 
Only Memory）３３、ＲＡＭ（Random Access Memory）３４及び不揮発性メモリ３５を備
える。
【００１６】
　ＣＰＵ３１は、ＲＯＭ３３に記憶されている各種プログラムの中から指定されたプログ
ラムを読み出し、ＲＡＭ３４内のワークエリアに展開し、上記プログラムとの協働によっ
て各種処理を実行する。
【００１７】
　外部インターフェイス３２は、携帯電話機１０と接続するためのインターフェイスであ
る。
【００１８】
　ＲＯＭ３３は、不揮発性の半導体メモリで構成され、ＣＰＵ３１により実行される各種
プログラムやデータ等を記憶している。
【００１９】
　ＲＡＭ３４は、ＣＰＵ３１により実行される各種プログラム及びこれらプログラムに係
るデータを一時的に記憶するワークエリアを形成する。
【００２０】
　不揮発性メモリ３５には、ＵＩＭカード３０毎にカード固有の情報である加入者情報が
記憶されている。図３に、不揮発性メモリ３５に記憶されているデータ内容を示す。ここ
では加入者情報の例として、電話番号が記憶されている場合について説明する。電話番号
は、携帯電話機１０が無線通信を行う際に、携帯電話機１０を他の携帯電話機と識別させ
るための情報である。
【００２１】
　次に、図４（ａ）、及び、（ｂ）を参照して携帯電話機１０の内部構成を説明する。図
４（ａ）に図示するように、携帯電話機１０は、ＣＰＵ１１、アンテナ１２、無線通信部
１３、通話処理部１４、受話スピーカ１５、送話マイク１６、液晶表示部１７、キー入力
部１８、外部メモリ装着部１９、ＵＩＭ装着部２０、鳴音駆動部２１、スピーカ２２、Ｒ
ＯＭ２３、ＲＡＭ２４及び不揮発性メモリ２５を備える。
【００２２】
　ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ２３に記憶されている各種プログラムの中から指定されたプログ
ラムを読み出し、ＲＡＭ２４内のワークエリアに展開し、上記プログラムとの協働によっ
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て各種処理を実行し、その処理結果をＲＡＭ２４の所定の領域に格納するとともに、液晶
表示部１７に表示させる。
【００２３】
　無線通信部１３は、搬送波を通信データで変調処理し、アンテナ１２を介して無線通信
信号を基地局５０に送信する。また、無線通信部１３は、アンテナ１２を介して基地局５
０から受信した無線通信信号を復調処理し、復調されたベースバンド信号（データ）から
通信制御データ、音声データ、コンテンツデータ等を取得し、ＣＰＵ１１に出力する。
【００２４】
　通話処理部１４は、送話マイク１６から入力された音声信号をコード化処理して通信デ
ータに変換して無線通信部１３に出力する。また、通話処理部１４は、無線通信部１３か
ら入力された通信データをデコード処理して音声信号に変換して受話スピーカ１５に出力
する。
【００２５】
　液晶表示部１７は、ＣＰＵ１１から入力される表示データに基づいて各種情報を表示す
る。
【００２６】
　キー入力部１８は、数字キー、メニューキー、カーソルキー、決定キー及び各種機能キ
ー等の入力キーを備えて構成され、ユーザにより押下されたキーに対応する押下信号をＣ
ＰＵ１１に出力する。
【００２７】
　外部メモリ装着部１９には、外部メモリ４０が着脱可能に装着される。ＵＩＭ装着部２
０には、ＵＩＭカード３０が着脱可能に装着される。
【００２８】
　鳴音駆動部２１は、携帯電話機１０の着信時等にＣＰＵ１１からの鳴音指示により鳴音
信号をスピーカ２２に出力し、鳴音によりユーザに通話やメールの着信等を報知する。
【００２９】
　ＲＯＭ２３は、不揮発性の半導体メモリで構成され、ＣＰＵ１１により実行される各種
プログラムやデータ等を記憶している。
【００３０】
　ＲＡＭ２４は、ＣＰＵ１１により実行される各種プログラム及びこれらプログラムに係
るデータを一時的に記憶するワークエリアを形成する。
【００３１】
　不揮発性メモリ２５は、図４（ｂ）に示すように、管理テーブル２５１と、コンテンツ
データ記憶領域２５２と、その他領域２５３とを備える。コンテンツデータ記憶領域２５
２は、図５に示すように、音楽データ（着信メロディ）、映像データ（映画）、文字デー
タ（小説）等を記憶し、これらのコンテンツデータには、そのコンテンツデータを識別さ
せるためのコンテンツＩＤが夫々付与されている。なお、このコンテンツＩＤとは、当該
コンテンツデータと他のコンテンツデータとを識別できるものであれば何でも良く、例え
ば、ファイル名、作成日時、容量等のプロファイルデータから引用しても良い。また、管
理テーブル２５１は、図６に示すように、上記コンテンツＩＤと、そのコンテンツデータ
をダウンロードした際に装着されていたＵＩＭカード３０の電話番号とが対応付けられて
記憶管理されている。この場合、コンテンツＩＤと電話番号とは必ずしも一対一で記憶管
理する必要は無い。その他領域２５３は、例えば、ＣＰＵ１１が行う各種処理の際にワー
クエリアとして使用されるエリアである。
【００３２】
　コンテンツサーバ５３は、複数のコンテンツデータを記憶し、管理している。また、コ
ンテンツサーバ５３には、コンテンツデータ毎にコンテンツ検索情報が記憶されている。
コンテンツ検索情報は、携帯電話機１０において、コンテンツデータが既にコンテンツデ
ータ記憶領域２５２に記憶されているか否かを判断するために用いる情報であって、コン
テンツデータのタイトル、作成日時、データ容量、バージョン、管理コード等を含む。コ
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ンテンツ検索情報は、各コンテンツデータのヘッダ情報として記憶されていてもよい。
【００３３】
　次に、携帯電話機１０の動作について説明する。
　図７は、携帯電話機１０により実行されるコンテンツデータ取得処理Ａを示すフローチ
ャートである。当該処理は、ＣＰＵ１１と、ＲＯＭ２３に記憶されているプログラムとの
協働によるソフトウェア処理により実現される。
【００３４】
　まず、ユーザのキー入力部１８からの操作入力に基づいて、コンテンツサーバ５３に接
続され、コンテンツデータのダウンロードが要求される（ステップＳ１）。
【００３５】
　次に、ＵＩＭ装着部２０に装着されているＵＩＭカード３０から電話番号が読み出され
る（ステップＳ２）。
【００３６】
　次に、コンテンツサーバ５３から、要求されたコンテンツデータのコンテンツ検索情報
が取得される（ステップＳ３）。
【００３７】
　そして、コンテンツサーバ５３から取得したコンテンツ検索情報に基づいて、要求され
たコンテンツデータと同じコンテンツデータがコンテンツデータ記憶領域２５２に既に保
存されているか否かが判断される（ステップＳ４）。
【００３８】
　要求されたコンテンツデータと同じコンテンツデータがコンテンツデータ記憶領域２５
２に既に保存されている場合には（ステップＳ４；ＹＥＳ）、不揮発性メモリ２５の管理
テーブル２５１においてそのコンテンツデータのコンテンツＩＤに対応付けられている電
話番号と、ステップＳ２において読み出されたＵＩＭカード３０の電話番号が一致するか
否かが判断される（ステップＳ５）。
【００３９】
　コンテンツデータのコンテンツＩＤに対応付けられている電話番号と、ＵＩＭカード３
０の電話番号が一致する場合には（ステップＳ５；ＹＥＳ）、そのコンテンツデータが既
に使用可能であることが液晶表示部１７に表示される（ステップＳ６）。
【００４０】
　ステップＳ５においてコンテンツデータのコンテンツＩＤに対応付けられている電話番
号と、ＵＩＭカード３０の電話番号が一致しない場合には（ステップＳ５；ＮＯ）、コン
テンツデータのダウンロードは行わずに管理テーブル２５１の変更のみを行うか、コンテ
ンツデータを新たに取得してコンテンツデータ記憶領域２５２に既に保存されているコン
テンツデータとは別に、ＵＩＭカード３０の電話番号と対応付けて記憶させるかを選択さ
せるための選択画面が液晶表示部１７に表示される（ステップＳ７）。図８（ａ）に示す
ように、例えば、「データが既に保存されています。対応付けの変更のみを行い、利用で
きるようにしますか？」というメッセージが表示される。
【００４１】
　図８（ａ）に示す選択画面においてキー入力部１８のカーソルキーが操作されて決定キ
ーが押下され、「はい」が選択された場合には（ステップＳ８；ＹＥＳ）、コンテンツデ
ータのダウンロードは行われず、支払処理が実行され（ステップＳ１０）、管理テーブル
２５１の該当するコンテンツＩＤに対応する電話番号欄に、ＵＩＭカード３０の電話番号
が追加される（ステップＳ１１）。支払処理は、例えば、携帯電話機１０のユーザが、利
用するコンテンツデータに対する料金を支払うという情報がコンテンツサーバ５３へ送信
されることにより行われる。コンテンツサーバ５３には、各コンテンツデータに対する料
金が予め記憶されており、支払処理に応じて各ユーザに対する料金が加算され記憶されて
いく。そして、コンテンツデータに対する料金は、後日、携帯電話機１０の通信料金とと
もにユーザに請求される。図８（ｂ）に、図８（ａ）の選択画面において「はい」が選択
され、管理テーブル２５１の変更が行われる際に液晶表示部１７に表示される画面の表示
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例を示す。
【００４２】
　図８（ａ）に示す選択画面においてキー入力部１８のカーソルキーが操作されて決定キ
ーが押下され、「いいえ」が選択された場合には（ステップＳ８；ＮＯ）、コンテンツデ
ータのダウンロード処理が実行される（ステップＳ９）。
【００４３】
　ここで、図９を参照して、コンテンツデータのダウンロード処理を説明する。
　まず、コンテンツデータ記憶領域２５２に新たにコンテンツデータを保存する領域があ
るか否かが判断される（ステップＳ２１）。コンテンツデータを保存する領域がない場合
には（ステップＳ２１；ＮＯ）、ユーザのキー入力部１８からの操作により、不要なコン
テンツデータが削除される（ステップＳ２２）。
【００４４】
　ステップＳ２１においてコンテンツデータを保存する領域がある場合には（ステップＳ
２１；ＹＥＳ）、当該コンテンツデータがダウンロードされ（ステップＳ２３）、ＲＡＭ
２４に一時的に記憶される。そして、このコンテンツデータに対して新たなコンテンツＩ
Ｄが付与され（ステップＳ２４）、コンテンツデータ記憶領域２５２に保存される（ステ
ップＳ２５）。
【００４５】
　次に、図７に戻り、支払処理が実行され（ステップＳ１０）、管理テーブル２５１に、
新たなコンテンツＩＤと対応付けて、ＵＩＭカード３０の電話番号が追加される（ステッ
プＳ１１）。図８（ｃ）に、図８（ａ）の選択画面において「いいえ」が選択され、コン
テンツデータのダウンロード及び管理テーブル２５１の変更が行われる際に液晶表示部１
７に表示される画面の表示例を示す。
【００４６】
　ステップＳ４において、要求されたコンテンツデータと同じコンテンツデータがコンテ
ンツデータ記憶領域２５２に保存されていない場合には（ステップＳ４；ＮＯ）、当該コ
ンテンツデータのダウンロード処理（図９参照）が実行される（ステップＳ９）。そして
、支払処理が実行され（ステップＳ１０）、管理テーブル２５１に、新たなコンテンツＩ
Ｄと対応付けて、ＵＩＭカード３０の電話番号が追加される（ステップＳ１１）。
　以上で、コンテンツデータ取得処理Ａが終了する。
【００４７】
　次に、図１０を参照して、携帯電話機１０により実行されるコンテンツデータ取得処理
Ｂを説明する。コンテンツデータ取得処理Ａが有料のコンテンツデータを取得する処理で
あったのに対し、コンテンツデータ取得処理Ｂは無料のコンテンツデータを取得する処理
である。
【００４８】
　まず、図１０に示すように、ユーザのキー入力部１８からの操作入力に基づいて、コン
テンツサーバ５３に接続され、コンテンツデータのダウンロードが要求される（ステップ
Ｓ３１）。
【００４９】
　次に、ＵＩＭ装着部２０に装着されているＵＩＭカード３０から電話番号が読み出され
る（ステップＳ３２）。
【００５０】
　次に、コンテンツサーバ５３から、要求されたコンテンツデータのコンテンツ検索情報
が取得される（ステップＳ３３）。
【００５１】
　そして、コンテンツサーバ５３から取得したコンテンツ検索情報に基づいて、要求され
たコンテンツデータと同じコンテンツデータがコンテンツデータ記憶領域２５２に既に保
存されているか否かが判断される（ステップＳ３４）。
【００５２】
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　要求されたコンテンツデータと同じコンテンツデータがコンテンツデータ記憶領域２５
２に既に保存されている場合には（ステップＳ３４；ＹＥＳ）、不揮発性メモリ２５の管
理テーブル２５１においてそのコンテンツデータのコンテンツＩＤに対応付けられている
電話番号と、ステップＳ３２において読み出されたＵＩＭカード３０の電話番号が一致す
るか否かが判断される（ステップＳ３５）。
【００５３】
　コンテンツデータのコンテンツＩＤに対応付けられている電話番号と、ＵＩＭカード３
０の電話番号が一致する場合には（ステップＳ３５；ＹＥＳ）、そのコンテンツデータが
既に使用可能であることが液晶表示部１７に表示される（ステップＳ３６）。
【００５４】
　ステップＳ３５においてコンテンツデータのコンテンツＩＤに対応付けられている電話
番号と、ＵＩＭカード３０の電話番号が一致しない場合には（ステップＳ３５；ＮＯ）、
コンテンツデータのダウンロードは行わずに管理テーブル２５１の変更のみを行うか、コ
ンテンツデータを新たに取得して既に保存されているコンテンツデータとは別に、ＵＩＭ
カード３０の電話番号と対応付けてコンテンツデータ記憶領域２５２に記憶させるかを選
択させるための選択画面が液晶表示部１７に表示される（ステップＳ３７）。
【００５５】
　選択画面においてキー入力部１８からの操作により「はい」が選択された場合には（ス
テップＳ３８；ＹＥＳ）、コンテンツデータのダウンロードは行われず、管理テーブル２
５１の該当するコンテンツＩＤに対応する電話番号欄に、ＵＩＭカード３０の電話番号が
追加される（ステップＳ４０）。
【００５６】
　選択画面においてキー入力部１８からの操作により「いいえ」が選択された場合には（
ステップＳ３８；ＮＯ）、コンテンツデータのダウンロード処理が実行される（ステップ
Ｓ３９）。コンテンツデータのダウンロード処理については、図９に示したコンテンツデ
ータのダウンロード処理と同様であるため、説明を省略する。
【００５７】
　次に、管理テーブル２５１に、新たなコンテンツＩＤと対応付けて、ＵＩＭカード３０
の電話番号が追加される（ステップＳ４０）。
【００５８】
　ステップＳ３４において、要求されたコンテンツデータと同じコンテンツデータがコン
テンツデータ記憶領域２５２に保存されていない場合には（ステップＳ３４；ＮＯ）、コ
ンテンツデータのダウンロード処理（図９参照）が実行される（ステップＳ３９）。そし
て、管理テーブル２５１に、新たなコンテンツＩＤと対応付けて、ＵＩＭカード３０の電
話番号が追加される（ステップＳ４０）。
　以上で、コンテンツデータ取得処理Ｂが終了する。
【００５９】
　以上説明したように、要求されたコンテンツデータと同じコンテンツデータがコンテン
ツデータ記憶領域２５２に既に記憶されていると判断された場合には、そのコンテンツデ
ータを取得せずに、管理テーブル２５１のみを変更するので、データを重複して保存する
ことを防止することができ、メモリ領域を確保することができる。したがって、メモリの
使用効率が向上し、より少ないメモリ容量でデータを共有することが可能となる。また、
重複したコンテンツデータのダウンロードを行わないことにより、不要な通信料の発生を
防ぐことができる。
【００６０】
　また、他のユーザが同一のコンテンツデータをダウンロード済みである場合に、コンテ
ンツデータのダウンロードは行わずに管理テーブル２５１の変更のみを行うか、コンテン
ツデータを新たに取得して新たなコンテンツＩＤを付与して、コンテンツデータ記憶領域
２５２に既に保存されているコンテンツデータとは別に管理するかを選択することができ
る。
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【００６１】
　なお、上記実施の形態における記述は、本発明に係る電子機器の例であり、これに限定
されるものではない。携帯電話機１０を構成する各部の細部構成及び細部動作に関しても
本発明の趣旨を逸脱することのない範囲で適宜変更可能である。
【００６２】
　例えば、コンテンツデータは、音楽データ、映像データ、文字データの他、画像データ
等であってもよく、これらのデータに限定するものではない。
【００６３】
　また、コンテンツデータは、無線通信及びインターネット等の有線通信により取得され
るものに限定することなく、光学ディスク等の外部記憶媒体から取得することとしてもよ
い。
【００６４】
　また、コンテンツデータを記憶する記憶手段としては、不揮発性メモリ２５に限定する
ものではなく、携帯電話機１０に装着して使用する外部メモリ４０であってもよい。
【００６５】
　また、コンテンツデータがコンテンツデータ記憶領域２５２に既に保存されているか否
かの判断は、コンテンツ検索情報に基づいて行ってもよいし、コンテンツデータをダウン
ロードしてデータ同士が一致するか否かに基づいて判断してもよい。コンテンツデータを
ダウンロードしてコンテンツデータ記憶領域２５２に保存されているコンテンツデータと
一致すると判断された場合には、いずれかのデータを削除することによりメモリ領域を確
保することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】本発明に係る実施の形態における携帯電話システム１００のシステム構成図であ
る。
【図２】ＵＩＭカード３０の内部構成を示すブロック図である。
【図３】不揮発性メモリ３５に記憶されているデータ内容を示す図である。
【図４】（ａ）は携帯電話機１０の内部構成を示すブロック図であり、（ｂ）は不揮発性
メモリ２５のメモリエリアを概念的に示す図である。
【図５】コンテンツデータ記憶領域２５２に記憶されているコンテンツデータの例を示す
図である。
【図６】管理テーブル２５１の記憶例を示す図である。
【図７】携帯電話機１０により実行されるコンテンツデータ取得処理Ａを示すフローチャ
ートである。
【図８】液晶表示部１７に表示される表示画面の例である。
【図９】コンテンツデータのダウンロード処理を示すフローチャートである。
【図１０】携帯電話機１０により実行されるコンテンツデータ取得処理Ｂを示すフローチ
ャートである。
【符号の説明】
【００６７】
　１０　携帯電話機（電子機器）
　１１　ＣＰＵ（読出手段、送信要求手段、データ有無判断手段、変更手段、一致判断手
段、記憶制御手段）
　１２　アンテナ
　１３　無線通信部
　１４　通話処理部
　１５　受話スピーカ
　１６　送話マイク
　１７　液晶表示部
　１８　キー入力部（選択手段）
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　１９　外部メモリ装着部
　２０　ＵＩＭ装着部
　２１　鳴音駆動部
　２２　スピーカ
　２３　ＲＯＭ
　２４　ＲＡＭ
　２５　不揮発性メモリ（記憶手段）
　２５１　管理テーブル（管理情報記憶手段）
　２５２　コンテンツデータ記憶領域（データ記憶手段）
　３０　ＵＩＭカード（外部記憶媒体）
　３１　ＣＰＵ
　３２　外部インターフェイス
　３３　ＲＯＭ
　３４　ＲＡＭ
　３５　不揮発性メモリ
　４０　外部メモリ
　５０　基地局
　５１　移動通信網
　５２　インターネット
　５３　コンテンツサーバ（外部の記憶装置）
　１００　携帯電話システム

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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